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 次年度の組織図

も発表され昨日は

次年度役員の勉強

会である地区協議

会がありました。

今日はそこで学習

されたことを発表

されるでしょうが

次年度は初心忘れ

ずぜひ頑張って下さい。 

そういうわけで今年度の行事も来々週の映画例会だけ

になりましてあとは打ち上げだけになりました。私も

ロータリー会長もえつき症候群にかかりまして、頭

も、身体も動きがにぶくなってきました。あと2ヶ月あ

りますので無事 のりきっていこうと思います。ご協力

の程 よろしくお願いいたします。 

 

 

《幹事報告》湯口純二 幹事 

 

１. 例会変更 

・佐世保東南ＲＣ 

 5月7日（水）休会（定款第6条第1節） 

 

２．来 信 

・国際ロータリー 

 ザ・ロータリアン 5月号 

 

・ロータリーの友事務所 

 ロータリーの友 5月号 

 

・ガバナー事務所 

 ①ガバナー月信 5月号 

 ②Ｒ財団地区補助金報告書 訂正 再提出のお願い 

 

 

・ガバナーエレクト事務所 

 クラブ会員増強目標組織・寄付増進目標書式の件 

 

・第29回ＲＹＬＡ地区委員会（ホストクラブ小城ＲＣ） 

 第29回ＲＹＬＡ終了御礼 

   

・JTB九州佐賀支店 

 国際ロータリー年次大会 ご案内 

 

・佐世保をきれいにする推進協議会 

 空き缶回収キャンペーンについて（お願い） 

 実施日：平成20年6月1日（日） 

 ※雨天の場合は6月8日（日）に延期 

 

３.伝達事項 

①5/11（日）佐世保市内8ＲＣ親睦ゴルフ大会が開催され 

 ます。申込みされた方、よろしくお願いいたします。 

 

②次回例会は5月12日（月）18：30よりシネマボックス太 

 陽にて従業員招待例会となっておりますのでお間違 

 いのないよう、よろしくお願いいたします。 

 

③5/17（土）は ハウステンボス ホテルデンハーグにて 

 第8回市内ＲＣ会長・幹事会が開催されます。 

 

《委員会報告》 

 小西宗十ＩＭ実行委員 
「ＩＭ報告書」41ページＩＭ登録クラブ一覧の「登録会

員数」に下記の誤りがありました。 

お詫びして訂正いたします。 

佐世保中央クラブ 20名（誤）→38名（正） 

佐世保東南クラブ 14名（誤）→23名（正） 

 

 隈本幹彦 職業奉仕委員 
5月12日は映画例会です。本日出席確認をいたします。 

 

 

本日の例会 従業員招待例会                   次回例会 会員卓話（井上雅弘 会員） 

  会長/野畑義博  幹事/湯口純二   例会場/佐世保市島瀬町7番7号    西沢本店8Ｆカトレアホール（毎週月曜日） 
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

ロータリーは分かちあいの心 

 【本 日】会員数50名     出席 31名  欠    席  5名  出席免除会員出席  8名  ビジター 0名   出 席 率  88.64％ 

 【前々回】会員数50名     出席 28名    メークアップ  7名   出席規定除外    14名         修正出席率   97.87％ 



 ・職業奉仕の重要性（論理性） 

 ・クラブ方針の重要性（出席） 

世界のロータリアン 120万 

 日本のロータリアン 10万人弱 

 ・ＲＩ方針と日本のロータリー 

ロータリーの1世紀 次へのリーダーを育てよう 

 ・世界の平和 

 ・環境問題 

 ・食糧問題 

 私自身の考えといたしましては、とにかく出席をして

欲しい。いつもの事ながら同じ事を申し上げすが、参加

しないと物事は始まらない、ただ食事して帰るだけなら

ボランティア団体とは言えないと思います。 

 それから、教育問題として、ライラ、海洋スクール等

が、当クラブでは継続事業としておりますので、この当

たりも頑張ってもらいたいと思います。 

 それに、ＷＣＳもＲＩ会長の強調事項である、健康、

飢餓追放や職字率向上につながっていくと思いますの

で、これも継続して頑張っていきたいと思います。 

 尚、最後にマラリアが世界的に問題になっておりま

す。毎年世界中で150万～270万の死者があると報告され

ております。その内の90％がアフリカ熱帯地方であると 

報告されておりますが、この事を少し考えに入れて進め

ていきたいと思っております。 

 

【幹事部会】 緒方信行 次年度幹事 

司会に馬郡謙一次期地区幹事、リーダーに吉田正和（長

崎ＲＣ）パスト地区幹事であった。 

吉田リーダーの経験からの色々な話は、素晴らしいもの

だった。特に「幹事の役割とは」で 

①自分が会長だったらどうするかを考えること。 

②自分が関係する諸会合の雰囲気を和ませること。 

③そのためには、惜しげもなく人と会うこと。 

④そして、あるがままの自分を見ていただくこと。そし 

 て、「ひとつひとつの積み重ねが、その人の熱源とな 

 り力になる」のだろうと。と話され、まさにそのとお 

 りだと感銘を受けた。 

 その後、30分ほど野崎元治パストガバナー（長崎ＲＣ）

が話をされた。 

 幹事は、一番大変どろうが、逆にやり甲斐もあるはず

では。まず、しっかり勉強して下さいとのこと。 

 現在の綱領を見直して、ロータリーの目的をはっきり

して、親睦と奉仕をしっかりやってほしいなどの話が

あった。また、お互いに思いやりをもって、お互いの事

業を増大しよう、とも言われた。 

大変興味深く、素晴らしい話を聞き、次年度の幹事とし

てとても勉強になったと思う。 

 

【クラブ奉仕部門】 

二ノ宮 健 次年度クラブ奉仕委員長  

「第 2 分科会、クラブ奉仕部門」の発表。毎年、地区の

各クラブで退会防止、会員増強の取組みを強力に行った

結果、未だ減少傾向に歯止めが掛かずに、今年も引続き

「地区会員増強目標 57 名（各クラブ１名純増）」が次期

地区の主題。第 2 分科会クラブ奉仕部門のリーダーは、

次期地区クラブ奉仕統括委員長円田昭氏（佐世保ＲＣ）

と、次期地区会員増強委員長飯森康登氏（多久ＲＣ）が

 二ノ宮 健 次年度クラブ奉仕委員長 

次年度、委員会の組織表も提案されましたので、次期、

鳥越会長年度のクラブ奉仕委員会開催の御案内を致し

ます。委員会の皆様には、FAX出欠の御案内を致します

ので、宜しくお願い致します。 

日 時：5 月 13 日（火）18：30 ～ 

場 所：セントラルホテル佐世保（電話 25-0001） 

会 費：3,000 円  

 

 

《2008－2009年度 地区協議会報告》 

                             緒方信行 次年度幹事 

 2008年4月27日 (日) にハウステンボス内のユトレヒ

トで開催。12：00受付開始で、13：00より開会された。 

地区関係出席者の紹介があり、本年度の野口 清ガバ

ナーより、「超我の奉仕賞」伝達があった。 

 それから、いよいよ次年度の鈴木泰彦ガバナーより

「新年度地区方針」の発表があり、基調講演となった。

基調講演は、田口 厚パストガバナーによる「クラブに

期待すること（ガバナーを終えて」というテーマで話し

があった。スライドを使って、ガバナー時代の事業内容

を失敗談を交えユーモアたっぷりに話しをされた。特

に「地区大会」開催は、大変苦労されたようだ。 

 しかし、同期の日本のガバナーの方達との交流は、御

夫人と共々と楽しみにされているようだ。 

 休憩をはさみ、14：55より「部門別協議会」となり、

第1分科会 幹事部会 緒方信行、第2分科会クラブ奉仕

部門 二ノ宮 健、第3分科会 職業奉仕・社会奉仕部門 

隈本幹彦、第4分科会 新世代部門 宮地正博、第5分科会 

国際奉仕部門 宮原明夫、鳥越敏博にそれぞれ分かれて

参加した。 

 その後、全体会議があり17：10に閉会。尚、地区委員

として、中島閏二地区副幹事、職業奉仕部門で講演し

た、桟 護委員が佐世保北クラブより参加していた。 

 

鳥越敏博 次年度会長 

ＲＩ会長強調事項 

水 

健康と飢餓追放 

識字率向上 

ゲイツ財団による補助金とロータリーによる同額寄 

 付 

 2008年7月1日～2010年12月31日完了（3年間） 

新ポリオ・プラス募金活動 1億ドル 

 

今年度地区方針 

会員増強 

 ・2009年7月1日付 純増1名（推奨10％） 

財団年次寄付目標 

 ・1人 100ドル 

米山記念奨学金年間寄付目標 

 ・2,500万円（1人当 1万円） 

ロータリーで心を耕そう！ 

 ・子供のいじめ 

 ・親子の殺傷（教育） 

 ・自殺者3万人 

四大奉仕を考えよう 



昨年6月末までの1年間の寄付金は14億5千万円（最高19

億円）で会員数の減少に伴って寄付金も減少しており、

事業も縮小せざるをえず、1年間の奨学生を1000人から

800人に減らしている。RIを通さず日本だけの事業であ

り、寄付金は経費などには使わず全て奨学生のために

使っており、今後は米山学友のフォローアップ運動の展

開も計画されており、会員の更なる理解と協力が必要で

ある。 

 次に北郷地区委員長より『「心を育てる国際奉仕」』

米山奨学事業について』事業の概要の説明があった。

2008年度の奨学生は813名で、2740地区では16名の奨学

生のお世話をする予定。各クラブへお願いしたいことと

して、 

①奨学事業の理解促進 

②奨学生との交流 

③寄付の増進などがあり、次年度の寄付の地区目標と 

 して2500万円（ひとりあたり1万円）が挙げられた。 

 

〔2〕国際奉仕統括部門 

 国際奉仕統括部門では、1）ロータリー財団委員会、2）

財団奨学・学友委員会、3）GSE委員会の3つの委員会を統

括しており、今回は前2者の活動方針がそれぞれの委員

会の次期地区委員長から説明された。 

1）ロータリー財団委員会（森永 太 次期地区委員長） 

 ロータリー財団プログラム（①教育的プログラム、 

 ②人道補助金プログラム、③ポリオ・プラス・プログ 

 ラム）とロータリー財団への寄付の種類について説明 

 があった。 

 特に人道補助金プログラムの中の「地区補助金」につ

いては、3年前の年次寄付と恒久基金の利息の50％が地

区に戻ってきて、20％が地区補助金として各クラブで利

用できるが、対象事業が「必ずロータリアンが主催する

事業」となっているので注意が必要。 

 財団の年次寄付目標額はひとり当たり年間100ドル。 

2）財団奨学・学友委員会（笠 慶宣 次期地区委員長） 

 財団奨学生の広報と選考、候補者研修と学友会につい

て説明があった。選考にあたっては、最近ではトーフル

のテストで120点満点中100点を取らなければならず、候

補者が減少傾向にあるとのことであった。また、学友の

協力が候補者研修も含めて必要で、学友会の組織化など

今後も進めて行かなくてはならないとのことであった。 

 

 

《ＲＩニュース》 

インドのポリオ常在地域で状況が好転 

 昨年、インドで報告されたポリオ症例864件のうち、40

パーセントはウッタルプラデシ州に集中していました。

また同州のポリオ発症件数は、世界全体の統計の4分の1

以上を占めていました。  

 インドで最も人口の多いこの地域は、一部の保健関係

者から「ポリオウイルスのメッカ」と呼ばれるほどです。

しかし、最近この汚名を挽回するような新たな動きが見

られるようになりました。 

 2007年、ウッタルプラデシ州では339件のポリオ症例

が見られ、その80パーセントがイスラム教徒の居住地域

から報告されていました。その後ロータリーの主導する

活動によって、2008年3月までに、発生件数を全20件中30

担当。三階会議室のテーブルは 6 箇所有り、ランダムに

9 ～ 10 名が着席。私はＣグループに着席。地区委員から

議題と議事録用紙が渡されてテーブル毎にランダムに、

Ａ～Ｆグループとして示された。各グループ、セッショ

ン会議形式で行うとの事。私はＣグループに着席。円田

リーダー、飯森リーダーから地区方針の挨拶。円田リー

ダーの考えで、グループ毎に、各自のお茶ペットボトル

にステッカーの目印シールが事前に貼って有り、各議

長、各発表者を決定。各テーブルでは議長を中心に議論

を展開。各自クラブ増強への取り組と、退会防止に就い

ての意見を発表。女性会員入会推進への取組み方等の意

見に就いて発表。各発表者は、議事録を最後の 5分間で

作成して、各グループごとに纏めて、各 6 名が発表。私

は、当クラブが現在行っている、特別委員会の増強への

取り組みに就いて状況を発表したが、当地区の中では、

増強を熱心に行っているクラブの一つと自覚した。「女

性会員増強に就いて、地区では推進する」という飯森

リーダーのお話があった。女性会員に就いての意見は多

角的。皆様の意見の中には「女性が入ったら自分は辞め

る」という意見が少なくなっていると感じた。「女性の

入会後、例会の雰囲気が良くなった」とか、「会員同士

が和やかになった」とか、最近、銀行、保険会社など他

の業種でも支店長、役席に女性が就任される事が多く有

り、1 名女性が入会したら「あと 1 名女性を入会させて」

と言うご本人の意見等で増強したら、4～5名程増強した

と言う話も有った。「女性が入ったら、懇親会が楽しく

なった」との意見が有った。退会防止に就いては「欠席

の多い人に退会者が多い」という意見が有った。退会者

は、退会の事情、状況が異なり「無理矢理、退会するの

をやめて貰ったら、クラブは会費等の金銭損失被害が出

た」という意見も有る。「退会希望者は引き止めない」

という意見も有る。また、多少過激な意見の中では「新

入会員の入会当日に、歓迎の酒食宴会を行って、徹底的

に酒を飲んで貰い退会しないと約束させる」という意見

も有る。各グループ発表後、円田リーダーの締めの挨拶

で、「この分科会での協議、意見等を参考に、皆様には、

鈴木ガバナーエレクトのテーマ「ロータリーで心を耕せ

る」1 年になるように、クラブ奉仕活動をお願いしたいと

の言葉で散会した。 

 

【職業奉仕部門】 隈本幹彦 次年度職業奉委員長  
 今回が初めての地区協議会への参加でした。職業奉仕

委員会の分科会に出席し、桟護先生の難しい講演を一生

懸命に聞き、職業奉仕の概要を自分なりに大まかに理解

してきました、立場は人を変えると言いますが、梯先生

には今まで大変申し訳ありませでしたが、今回初めて真

剣に聞かせてもらいました。 
 印象に残ったのは、今まで四つのテストを漠然と唱和

していましたが、これが職業奉仕の基本であるというこ

とでした。その他にも多くを勉強しました、今回の学び

を今後にいかしたいと思います。 
 

【国際奉仕部門】 宮原明夫 次年度国際奉仕委員長 

〔1〕米山記念奨学部門 

（隅田達男バストガバナー、北郷雅子次期地区委員長） 

 最初に米山奨学会理事である隅田パストガバナーよ

り米山記念奨学会の歴史と現状について説明があった。



 緒方信行君 

本日は、クラブ協議会です。会員の皆様のご協力をお願

いいたします。また、昨日の地区協議会にご出席の皆様、

大変お疲れさまでした。 

 

 桟 護君 

地区協議会出席の皆さま、お疲れさまでした。私も、職

業奉仕・社会奉仕委員会の研修リーダーの大役を引き受

け頑張ってきましたが時間が足りず不完全燃焼でした。

緒方次年度幹事、本日の協議会、お疲れ様です。 

 

 松尾辰二郎君 

昨日の地区協議会、出席の各委員長さん、ご苦労様でし

た。次年度鳥越会長・緒方幹事が実りあるものになる事

を大いに期待しています。頑張ってください。 

 

 鈴木正昭君 山北恭行君 

本日の地区協議会のフォーラム、次年度の緒方幹事ご苦

労様です。また、次年度鳥越会長頑張って下さい。 

先日、鳥越次年度会長とカラオケ合戦をして負けました

ので、鳥越さんの“星降る街角“又 聞かせてください

ね。くやしくてくやしくてニコニコします。 

 

 二ノ宮 健君 

昨日、地区協議会にご参加の鳥越会長エレクト始め皆

様、御苦労様でした。有意義な一日で勉強になったみた

いです。 

 

 越智和博君 

本日の第5回クラブ協議会（地区協議会報告）次年度幹

事、緒方さん宜しくお願いします。 

先日の新入会員セミナーご出席の皆様、お忙しいところ

大変有難うございました。 

 

 井上雅弘君 

大切なクラブ協議会ですが、所用のため早退します。申

し訳ありません。 

 

 深町 等君 

4月22日、辜さんの卓話で島原まで行ってまいりました。

湯口幹事、隈本さんにも同行していただきありがとうご

ざいました。高城ガバナーエレクトから、島原を案内し

てもらい、寒ざらしをごちそうになって来ました。5月9

日、佐世保南クラブへ行ってきます。本日は緒方さん頑

張って下さい。 

 

 小西宗十君 豊島揆一君 福田俊郎君 古賀新二君 

 永田武義君 藤井良介君 西川正美君 宮﨑有恒君 

 吉澤俊介君 峯 徳秀君 日高省三君 森  豊君 

 中野雄一郎君 

本日のクラブ協議会、緒方次年度幹事ご苦労さまです。 

パーセントまで抑えることに成功しました。 

 州内でポリオ撲滅活動を監督しているのは、2007年7

月に国際ロータリーが設立したポリオ撲滅のためのウ

ラマー委員会です（ウラマーは、イスラム法の専門家で

イスラム教における指導者的存在）。設立当初の会合で

は、イスラム教聖職者や各宗派代表者200名近くがイン

ドのポリオ・プラス委員会発行の冊子を受け取りまし

た。この冊子には、ポリオの予防接種がコーランで説か

れる親の義務に値することが説明されていたほか、ポリ

オ予防接種への誤解を解くことのできる、ウラマー委員

会委員の氏名と電話番号も掲載されていました。 

 委員会委員は、この会合の後、ポリオの症例が最も多

く報告されるウッタルプラデシ州の各地区を訪れ、ポリ

オ予防接種は安全であり、イスラム教の教えに反するも

のではないことを親たちに説いて回りました。 

 1月の執行委員会会合でウラマー委員会の委員長を務

めるアショク・マハジャンRI理事は次のように述べまし

た。「ウラマーは大きな貢献をもたらしてくれました。

これまでほとんど知識のなかったイスラム教徒の親た

ちにもポリオ・プログラムを受入れてもらえるようにな

り、成功を収めつつあります。イスラム教徒から大変崇

拝されているウラマーを通じて、私たちの保健への願い

を広めていきたいと思います」 

「ウラマー委員会の活動によって、イスラム教徒に広ま

るポリオの誤解やあらぬうわさをほぼ完全に一掃する

ことができました。これからもポリオが撲滅されるま

で、活動を続けていきます」と話すのは、インド聖職者

協議会の会長であり、ウラマー委員会委員のマウラナ・

カーリッド・ラシド・フィランギ・マハリ氏です。「私

たちの宗教で、予防接種は禁じられているなどというこ

とはありません。サウジアラビア政府でさえ、子供連れ

でメッカとメディナを訪れる巡礼者たちに、子供のポリ

オ予防接種の証明書を持参するよう通達を出している

くらいです」 

 2月、ロータリー財団は、米貨565万ドルを世界保健機

関とユニセフに寄付しました。これはウッタルプラデシ

州とビハール州で最も危険性の高い地域4300箇所で、社

会動員と監視活動を重点的に行うための支援資金です。

財団は、この資金を、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ

財団から受けたポリオ撲滅のための1億ドルのチャレン

ジ補助金から配分しました。  

 

《ニコニコＢＯＸ》   森 豊 親睦活動委員 

 

 野畑義博会長 田島勝明副会長 湯口純二幹事 

本日は、連休合い間の例会です。今年のゴールデン

ウィークは、天候にも恵まれそうで、薫風の中、心身と

もにリフレッシュしましょう。いよいよ次年度も動き出

しました。鳥越会長エレクト、緒方次年度幹事、本日の

地区協議会報告よろしくお願いいたします。 

 

 緒方信行君 

先日は、父の葬儀にあたりまして、会員の皆様には大変

お世話になりました。心よりお礼申し上げます。ありが

とうございました。 日の合計 39,000円     累計 1,387,270円 

クラブ会報委員会 委員長 / 大鳥居 宏   委員 / 小西宗十 桟  護 井上雅弘 岡井正明 （記事担当者 ） 

本日の合計 28,000円     累計 1,037,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 二ノ宮 健   委員 / 平石晃一 日高省三 中島閏二 相良一三 （記事担当者 相良一三） 

本日の合計 38,000円     累計 1,306,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 二ノ宮 健   委員 / 平石晃一 日高省三 中島閏二 相良一三 （記事担当者 日高省三） 


